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は じ め に

いわゆ るチベ ッ ト大蔵 経開版 の次第 は,従 来,説 かれ るところに よると,14世 紀 の初旬 にナル タン

(Sear-than)古 版 の開版 を見た のが,チ ベ ッ トにおけ る大蔵経彫造 の最初 であ り,引 続 き,ツ ェル

パ(Tshal-pa)版,リ タ ン(Li-than)版 等 が開版 され,そ の後,約100年 を経過 して,明 の成祖永楽

年間に 中国に おい てナル タン古版 を覆刻 して永楽版が完成 し,さ らに約200年 後,同 じく神宗 の万暦

年 中に万暦版 が永楽版 を底本 として開版 され,つ い で1683年,康 熙年間に北京版 チベ ッ ト大蔵経:が完

成 した ので ある。一方,チ ベ ッ ト本土におい ては,18世 紀 に入 ってナル タン新版 ・デル ゲ(Sde-dge)

両 版 の開版が行なわ れ,引 続 いてチ ョーネ(Co-ne)・ ブ ナカ(Pu-na-kha)・ ク ムブン(Sku-hbum)

等 の各版 の彫造 を見,20世 紀 に入 って,ダ ライ13世,ト ゥプツェンギャムツォ(Thub-btsanrgya-

mtsho,1876-1933)の 治 下(1932),最 も近 代における開版 と して ラサ(Lha-sa)版 カ ン ギ ュール

(Bkah-hgyur)部 が世 に出た とされてい るので ある。1)

本 稿 にあ って究め よ うとす る処は,上 述 の うち,チ ベ ッ ト本土において最初の開版 とされるナル タ

ン古版について,こ れが従来いわれ るよ うに,現 存する各 種のチベ ッ ト大蔵経 のよ うな形 で実際 に大

蔵 経の形態 を とって開版 された ものなのか否 か とい う点を中心 と して,14世 紀前半 におけるチベ ッ ト

仏教 界全般 の趨勢の中か ら,特 に,い わゆるナル タン古版開版の経緯 を明らかに し,併 せ てチベ ッ ト

における大蔵 経開版の歴史的先後について,そ の一端 を探 ろ うとする ものであ る。

1

従来いわ れるご と く,ナ ル タン古版 の成立が14世 紀 初旬 である としても,チ ベ ッ トに仏教 の初伝 を

見た時期か ら,こ の時代に到 るまで の約700年 間 に,チ ベ ッ トにおけ る経典の飜 訳は数 多 く行 なわれr

しか も,こ の700年 間 には飜訳史 にお ける消長 をも見たわけであ るか ら,こ の間 の流れを まず探 るこ

ととしよ う。

周知 のよ うに,チ ベ ッ トにおいて経典 の飜訳 が初 めて行なわ れた のは,6世 紀 末か ら7世 紀中葉に

かけて在位 した ソンツ ェンガムポ(Sron-btsansgam-po,-649)王 の時代 と伝え られてお り,王 に よっ

て イン ドに派遣 され,在 印4年,チ ベ ッ ト文字 を創 った といわれ る トン ミ・サ ムボータ(Ton・mi

sambhota)が 帰 蔵後,中 心 とな って宝器荘厳経 ・百拝懺悔経 ・宝雲経等 を訳 出 した のが最初 とされて

い る。が,本 格的な経典麟訳事業が進め られた のは8世 紀に入 って,チ ソンデツ ェン(Khri-sronlde-

brtsan,754即 位 一797)王 の時代,な らび に9世 紀 の レパチ ェン(Ral-pa-can,815即 位 ・)王 の時

代であ った。特に9世 紀に入 っては,例 の梵蔵対 照の仏教辞彙 である"飜 訳名義集(Mahavyutpatti・
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Bye-brag-tu-rtogs-par-byed-pachen-po)"の 完 成 を見,梵 文経典中の術語 は もとよ り,経 典名等 をは

じめ とする各種 の個有名詞等に対 して,こ れに相 当するチベ ッ ト語 の仏教用語が制定 され,_.方,デ

ンカルマ(Ldan-dkar,824)目 録 をは じめ,い わゆ る大 蔵経 目録 の編纂 が行なわれ ,チ ベ ッ ト語 に飜

訳 された大乗 ・小乗 の各種経典 の名 目 ・巻数 ・偈頌の句数等 が調査 され,蔵 訳経典 の散 佚を防 ぐこと

も行なわれたのであ る。 が,レ パチ ェンについで即位 した ランダルマ(Glan-dar-ma,836即 位一841)

に よ って,チ ベ ッ ト史上空前 の一大破仏 が行なわれ,そ の後は統一王朝を欠いた戦 国の暗 黒時代を迎

え ることとな り,そ ののち,約100年 間 にわ たる無仏教 の時代を経過 して,10世 紀 の末葉 に至 り,リ

ンチェンサムポ(Lin-chenbzan-po)に よ る秘密教の復興には じまる,い わゆ る後伝仏教(Phyi-thar)

の幕 は切 って落 とされ,11世 紀 中葉 におけるアテ ィシ ャ(Atisa,980-1052)の 入蔵 と,彼 を中心 と

す るカー ダムパ(Bkah-gdams-pa)を は じめ とする各派 の成立,そ して,13世 紀 に入 っては,元 朝,

蒙 古民族 によるチベ ッ ト制覇 と,そ の庇護を受 けたサキ ャ(Sa-skya)派 に よるサキ ャ王 朝の 成立へ

と展 開 して行 くのである。

これを要 するに,チ ベ ッ トが有史時代に入 った ソンツェンの時代か ら,ナ ル タン古版 の成立 を見 た

といわれる14世 紀初旬 までの約900年 聞 にわた って,経 典の驟 訳につい て見 る限 りにおい ては,個 々

にす ぐれた飜 訳者,た とえば上述 の後伝仏教復興におけ る立役者 た るリンチ ェンとか,ア テ ィシ ャを

チベ ッ トに招 く上で活躍 した ギ ャ トンセ ンゲ(Rgya-brtonsen・ge)等 の 輩出をみ,多 数 の経典 がチ

ベ ッ トの飜訳僧(Lo舶a-wa)と イ ン ドの学僧(Pandita)達 の協力に よって蔵 訳 されたこ とは 想像 に

難 くないが,前 伝仏教(Sna-thar)の 末 期に飜訳事業が国家的スケールにおいて行 なわれ,そ の飜訳

経典 の整理がな された以外 は,特 に大規模 な経典飜訳 がなされた ことは考え られないのであ る。そ し

て,こ の事実 は後述 のナル タン古版の成立の上で,何 らか の影響 を与えてい るのではな いか と推測 し

得 る根拠 とな っているのである。

2

さて,従 来,説 かれてい るナル タン古版成立の経緯 であ るが,こ のことに つ い て,ジ クメナムカ

(耳jigs-mednams-mkhah)の"蒙 古 仏教史(Hor-chos-byun)"に おい て,仁 宗(1312即 位 一1320)

の 項 に,

「そ の後,Po-yan-tho王(仁 宗)はSa-skyaの 大 自性 者Don-yonrgyal-mtshanと 名 つ くる者 を供 養 所 と

した 。 この 間 に,Snar-thanのBcom-ldanRig・ralの 学 識 あ る弟 子,Hjam・dbyans・paが 蒙 古 に 来 てい るの

を 同 じ く供 養 所 と した が,こ の 人 はSnar-thanに いた 時,仮 面 をか ぶ っ て,師 のRig-ralを 驚 か した た め,

Rig-ra1は 喜 ば なか った の で,そ の 後,(Snar・thanを 離 れ て)Sa-skyaに 移 り,止 宿 してい た の を,蒙 古 人

が 招 い た の で あ る。 蒙 古 か ら,甘 ・丹 両 部 〔Bkah-bstan-hgyur〕 を作 製 す る た め 〔bshens-thebs〕 の必 要 品

を 数 多 く,大 い に 送 り,中 国 の 良 質 の(墨 の)小 箱等 を(師 に)奉 っ た の で,Bla・ma(Rig-ra1)は 又,喜 ん

で,か くて送 られ た品 物 を用 い て,DbusのBlo-gsal等 は(Hjams-dbyansの)御 心 を奉 じ,作 製 に 当 た り

(bshens),甘 ・丹 両 部 の作 ら れ た も の(Bkah-bstan-hgyurbshens-pa)をSnar-than寺 の文 殊 宮 殿(耳ja-

ms-dbyansLha-khan)に 納 め る こ と を願 い,か くて,耳jams-dbyansが 道 を開 い た の で,甘 ・丹 両 部 は大 い

に 増 加 した の であ る。」2)
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と記されている。

このジクメの記述に対 して,彼 の蒙古仏教史の重要な基礎資料の一つである"蒙 古源流"で は,

「弟,阿 格爾巴里特喇汗,乙 酉年生。歳次壬子,年 二十八歳即位。 供奉有名之薩斯嘉錫里巴特喇嘛,仍 遵前

政宏図永固,在 位九年,歳 次庚申,年 三十六歳歿。」3)

厂その(ダ ルマ ・バラ=成 宗の子 ,ク ルク=武 宗)弟 君なる ブヤン トウ・ハン(仁 宗)は 乙酉の年(1285)

に降誕 したまいて,壬 子の年(1312),御 年28才 で即位 したもう。 この君はサスギャ ・シ リ・パダなる喇嘛を

尊祈 し,同 じく,祖 宗の例により,大 玉統を泰平ならしめ,在 位 したもうこと9年,庚 申の年(1320),御 年

36才 にてみまからせ給いぬ。」4)

とあ り,そ の記述は すこぶ る簡略 で,ジ ャムヤ ンについ ては もとよ り,ナ ル タン版甘 ・丹両部 の成立

等について も全 く触れていない。 同様 のことは 中国資料た る元史 について も全 同で,元 史 の24巻 本 紀

24か ら,26巻 本 紀26ま で の3巻 が仁宗 の項 であ るが,そ の記述 中に,ナ ル タン版に関 する記載 は見 出

せない。

したが って,ジ クメのこの記述はおそ ら く,シ ュンヌペ(Gshon-nu-dpal,1391-1481)の デ プテル

(Deb-thersnon-po,1478)に よ った ものであろ う。事実,デ プテルの記 す ところによる と,そ の記

述 の内容は さらに詳細であ って,

「Snar-thanの 隆 盛 期 に は ,当 時,三 蔵 を持 す る も の(Tripitaka-dhara)の3分 の2はSnar-thanに 集 った

とい わ れ てい るが,… … この 頃,大 学 匠 のHjam-dbyans(耳jam-pahidbyans)も また,Bcom-ldanRigs-pa;i

ral-griの 弟 子 の ひ と りで あ った が,… … 」

とい う記述 から始 ま って,満 月の夜,悪 魔 の面 をつ けて師を驚か したため,寺 を追われて居 をサキ ャ

に移 し,の ち,蒙 古 に招かれて ブヤ ン トゥ汗(Bu-yan-tu-qan・ 仁 宗)の 帝 師 と して遇 され,〔 この よ

うな環境 のな かで地位 の上か ら も,財 力の点で も大い に恵 まれた ことと,一 方,師 の リクレに対す る

敬慕 の念 と,な らびにナル タンに対 しての郷愁,捨 てがたい ものがあ ったためであろ うか〕 師に対

して多 くの贈物を し,師 の勘気 が解 かれ るのを待 ったが,最 後 に支那墨 を贈 った こ とに よ って,そ の

怒 りを鎮 め ることに成 功 した といい,ほ とん ど,ジ クメ と同 じ記述 がな され てい る。が,ジ クメに記

されてい る ロセ(ジ クメではBlo-gsa1,デ プ テルではDbus-paのBlo・gsalと い う名 で知 られ る大

学 匠)は,デ プテル の記す ところに よるとジャムヤ ンの弟子 で,リ クレの孫 弟子 に当た る人 とな って

い る。 ジャムヤンの師・ リクレも古 い書物 の奥付 を調べ て,カ ンギ ュル の数章 中の偈頌 について の調

.査を行 ない,ま た,テ ンギ ュル に収 められ るべ き論書 の分類 を行な うため,"テ ンパゲバ(Bstan-pa

Rivas-pa:論 書 を完全な もの とするの意,論 示広釈?)"な る書 を著わ していたが5)
,'一 方 で,;;ヤ ム

ヤ ンは 〔師,リ クレの この ような労作 を知 ったた めであろ うか〕弟子 のロセ,そ の他 の人 に多 くの贈

り物 を し,甘 ・丹両部 の全巻 を まとめて,ナ ル タン寺 に収 めるこ とを委嘱 した のである。 ロセは師 の

ジャムヤ ンの希望に応えて,飜 訳官 ソナムウセル(Bsod-namshod-zer)な らびに ギ ェンロチ ャンチ

ュプブム(Rgyan-roByars-chub・hbum)等 の 協力を得て,甘 ・丹両部 の写 しを作 り,ナ ル タン寺 の

文殊 宮殿(耳jamLha-khan)に そ の全巻 を収 めた と記 してお り,こ の後,こ れ を原本 として多 くの
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複製が各地の寺院にそれぞれ,1部 ないし3部 位ずつ収められたことが述べられて,最 後に,

「こ の 事業 はBcom-ldanRig-pahi-zal-griの 弟 子,Hjam-pahi-dbyans師 の努 力 に負 う とこ ろ で あ り,彼 の

こ の 事業 はRnog-to-tsa-baの 好 意 に よ る も の で あ り,・:は また,Kashmirの 学 匠 達 の援 助 に よっ て,

こ れ を 行 な い得 た もの で あ り,窮 極 的 に は仏 陀 の恩 恵 に よ る も の と思 わ ざ る を得 ない 。」

と結んでい るのであ る6)。

な お,ジ ャムヤ ンの師,チ ョムデ ンについては,同 じくデ プテルに,

rBcom4danRigs-pahiza1-griはPu・thanの 人,Bsam-yasのMchod-rtendkar-moの 寺 で 出 家 し,Kala-

cakraの 教 義 に 反 対 して こ れ を 仏 教 で は な い と い っ た 。」7)

人 と して お り,ま た,"フ ー ラ ン デ プ テ ル(Hu-1andeb-ther,1346)で は,そ の 第6章,カ ー ダ ム パ

(Bkah-gdams-pa)の 系 統 の 中 で,ナ ル タ ン寺 の 歴 代 を 記 す 項 に お い て,6代 座 主,サ ン ジ ェ ゴ ム パ

セ ン ゲ チ ャ プ(Sans-rgyas-sgom-paSen-ge-skyabs)の 代 に,

「Dha-na-chi-1aの 弟 子
,Skel-nag-grags-senが 法 相 を 教 え る 学 堂 を 設 立 し,Bcom-ldan-ral-gri等 が 来 た 。」8>

と,ジ ャムヤ ンの師,チ ョムデ ンに触れてい る。

3

上 述のデ プテルな らびに ジ クメの仏教史の記述を中心 と して,ナ ル タン古版の成 立について,そ の

様相 を検討す ると,ナ ル タン寺 にあ って,リ クレの もとで修業中であ った ジャムヤ ンは,い わば,児

戯 に も類す るよ うな行為のゆえに寺 を追 われ,サ キ ャに移 っていた のが,蒙 古に招かれて仁宗に仕 え,

そ の地 位 と財力を得た のち,師 ならびにナル タン寺 に対 する報恩を 目的 と して甘 ・丹両部 の全巻 をナ

ル タン寺 に納め ることを考え,こ の希望 が弟子 のロセを中心 とす るナル タンパ(Snar-than-pa)達 に

よって実現 され,い わゆ るナル タン古 版の成立 を見た こととな るのであ るが,こ こで問題 とな るこ と

はまず第1に,カ ーダム派 とサキ ャ派 の関係であ る。すなわち,上 座部 の正統 派を もって任 じ,カ ー

ダム派 内で も特殊 の地位に あって,学 問寺 としての矜持 を持 っていた といわれ る9)ナ ル タン寺の人々

がいかにかつてナル タンに属 していた とはいえ,ジ ャムヤ ンの志を簡単に受入れて,甘 ・丹両部 をナ

ル タン寺 に納め ることに易々 と して力を貸 したであろ うか とい う点であ る。このこ とは,一 旦,寺 を

追 われた ジャムヤンが,師 リクレの怒 りを解 くために,さ まざ まの贈 り物を したが・なかなか・それ

を受 入れ られなか った とい うジ クメ ・デプテルの記述に徴 して見 る限 りにおいて も,簡 単 に首 肯する

こ とのできない点であ る。大蔵経 を開版 する とい うこ とは,チ ベ ッ ト人 達,特 に ラマ達に とっては,

護 法 の一大事業であ り,特 にカ ンギ ュール(Bkah-hgyur)の 編 纂 は釈迦 の遺命 を集大成 して,後 世

に残 す とい う,重 大な信仰的行為 であ り,彼 らが大蔵経 をカ ンギ ュル部 とテ ンギ ュル(Bstan-hgyur)

部 に二大別 し,仏 陀の教勅 と しての経典 ・律部 をカ ンギ ュル部 に収録 し,各 種 の全書類 をは じめ とす
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るチベ ット人先師達の著作等を大蔵経中に入れず,蔵 外 とするのも,特 にカンギュール部は神聖にし

て侵すべからざるものと考えるからであり,ま してナルタン寺の人々が,自 己の居住する寺に納める

大蔵経を,他 派であるサキャ派に近づ き,蒙 古の帝王に優遇された ジャムヤンの,そ の財力に依存 し

て,開 版 した とするなら,そ こにナルタンパとしての誇 りの消失が感 じられ るのである。そして,こ

のことが逆に,元 朝をはじめとする蒙古側 ・サキャ派の立場からは,元 史 ・フーラン・源流等の諸書

に,ジ ャムヤンのこの行為について,全 く触れていないという事実からも,再 考すべき点 となるので

はなかろうか。すなわち,蒙 古側,あ るいはサキャ派にすれば,ナ ル タンを追われ,お そらく不遇で

あ ったであろ うジャムヤンを蒙古に迎えた立場からは,そ のジャムヤンがカーダム派に属するナルタ

ン寺に納める大蔵経の編纂に努力することは,納 得のいかない行為であったであろう。大蔵経の開版

を行な うとしたら,何 故,蒙 古内で,サ キャ派によって行なわなかったのか,大 元帝国の財力と武威

を裏楯 とすれば,イ ンドから学匠を招いて,そ の協力のもと,大 蔵経の開版を行な うことも,さ ほど

困難な事業ではなかったであろ うが1°),ジャムヤンの,旧 師 リクレに対する謝罪と追慕の念の故にこ

れを許 したとい う点については,何 かしら蟠 るものがあって然るべきであるように考えられるのであ

る。ナルタン古版をチベ ットにおける最初の大蔵経開版とするなら,そ れがサキャ派を中心 として,

蒙古で行なわれず,ナ ルタン寺に収めることを目的としてなされた理由は何 とも不明である点を,第

1の 疑問とする所以である。

第2に,ジ クメ ・デプテルの記述を読み取 った上で,上 記の記述をナルタン古版の開版 とみる点で

あるが,こ れを開版とするなら,後 代において行なわれ,現 存するナルタン新版 ・デルゲ版 ・北京版

等の開版と同 じ形態の開版と見ることができようかという点である。これまでに蔵訳された一切の経

典 ・戒律 ・論書を集めて,そ れぞれ木版に彫 り,開 版するという事業が,は た して,ジ ャムヤン1人

の財力によって可能であったろ うか。しかも,従 来行なわれなかった大蔵経の最初の開版 という大事

業が,い かに,仁 宗の外護を得たとはいえ,個 人的な財力と報恩の念のみによって人々を動かして行

ない得たと考えることには若干の躊躇を覚えずにはい られない。ナル タン側の財政上の,ま た労力の

上での協力があったとするなら,こ の場合は,開 版の発起人としてのジャムヤンがすでにナルタンを

離れた人であった点が問題 となるのではなかろうか。 ジクメの記述によれば,

"Dbus -paBIo・gsal-sogskyisthugskhurbshensteBkah-bstan-hgyurbshens-paSnar-thangiHjam-

dbyans-lha-khandubshugssugsolshin・ ・・…ii>

「ウ の 人,ロ セ等 は 御 心 を 奉 じて,作 製 に 当 り,甘 ・丹 両 部 の 作 っ た も の を ナ ル タ ン 寺 の 文 殊 宮 殿 に 納 め る

こ と を 願 い … … 」

とあ って,"組 立 て る ・作 る"の 意 に当た る"bsheh-ba"の 過 去形"bskehs"と'vう 語 が用 いられ てい

るが,こ の語 を直ちに"開 版する"と い う意味には,必 ず しも取れない と考え られ る。 また,"Bkah-

bstan-hgyur",す な わち"甘 殊爾 と丹殊 爾の両部"と い う語 も,現 存 するデルゲ版等 にお ける甘殊爾

と丹殊爾 の意味 とは限らないであろ う。 た とえば,"Bkah-hgyur"な る語は パサ ムジ ョンサ ン(Dpag-

bsam-ljon-bzan,1741)に おい て,
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「Po-to・waの2,000人 に及 ぶ 弟 子 の なか で,最 も顕 著 なSar-ba-chen・po=Yon-tanGrags-paはBkah・hgyur

の108巻 に及 ぶ 全巻 を再 現 す る程,完 全 な 形 で暗 誦 して い た の で,文 殊 菩 薩 の化 身 と考 え られ た 。」12)

とあ り,こ のシャルワチェンポは11世紀初頭の人であるから,も とより,こ の場合のカンギュルなる

語は,現 存のごとき大蔵経甘殊爾部を意味するとは考えられず,む しろ,mdo(経 典)の 意に用いら

れているのであろう。とすれば,上 記の甘 ・丹両部が作 られてナルタン寺に収められたとい うのは,

単に経典のみでな く,数 多 くの論書をも含めた一大集成がなされ,ナ ルタン寺に収められたと読み取

ることも可能ではなかろうか。このことはまた,い わゆるナルタン古版の開版以後,次 の北京版開版

までが約350年,デ ルゲ ・ナルタンのチベ ット本土における開版まで400年 の年月を経:てお り,し か

も,デ ルゲ ・ナルタンの開版は1730年,31年 と引続いている点からもいい得るのではなかろ うか13)。

さらに,上 述のごとく,チ ベ ットにおける経典飜訳史の上からいえば,チ ベットにおいて経典蔵訳の

黄金時代は8・9世 紀であり,ジ ャムヤンの時代 とは500年 以上の隔 りがあるのであり,も ちろん,

この500年 間に,ア ティシャの入蔵をは じめ,多 くのパ ンデ ィタ達が印度からチベットに渡 り,個 々

に経典の蔵訳も行なったではあろ うが,飜 訳史そのものの中では,14世 紀初頭におけるナルタン古版

の開版という事業は,あ まりに も唐突に行なわれたとい う観がないで もない。か く見,か く考えると

き,従 来,ナ ルタン古版の開版といわれていたことが,実 は文字通 りの開版ではな く,完 全な手書き

写本か,あ るいは経題のみの目録作製程度のことか,あ るいはまた,目 録によって経典 ・律書 ・論書

等の集大成がなされたに過ぎない と見ることが出来るのではあるまいか。

4

か くて,ナ ルタン古版の開版 と従来,い われてきたことが,言 葉の厳密な意味での開版でないとす

ると,問 題になることの第1は,明 の成祖代,永 楽8年(1410)に 開版されたとい う永楽版がナルタン

古版の中国における覆刻とされている点である14)。が,こ の点については,も し,い わゆるナル タン

古版が現実に開版されたとするなら,そ れは,正 に間接的には元朝の庇護のもとに成 り立ったもので

あり,そ れを明朝が覆刻するということが考えられるであろうか。この故か,従 来いわれる永楽版の

開版については明史にも,ま た,明 実録にも全 く記載を見ることができないのである。第2は,蒙 古

文大蔵経が,そ の飜訳の底本はナルタン古版であるといわれている点である15)。ただ し,こ のことに

っいては,該 大蔵経の成立はワデル(L.AustinWaddel)の 説によれば,1310年 とされてお り16),

ナルタン古版,も しくはそれに類するいわゆるチベット大蔵経がそれ以前に存在丶していなければなら

ないこととな り,年 代的な矛盾を惹起することとなるのである。さらに,ナ ルタン新版 も古版を基礎

として,プ トン目録その他を参考として成立 したとされているが17),開 版された古版をもととすると

い うのなら,古 版から新版への年代的距 りが400年 以上にも及ぶとい う点を問題 とせざるを得ないで

あろう。む しろ,新 版成立の前年に開版されたデルゲ版との関係こそ,究 明されなければならない。

以上,論 じ来たったところから,結 論的にい うなら,チ ベ ット大蔵経の彫造史は,甘 部または甘e

丹両部 の全巻に対する本格的な開版と見る限 りにおいては,1683年 の康熙版北京大蔵経には じまり,

チベ ット本土における開版は,1730年18)の デルゲ,引 続いて翌年のナルタン版の開版という次第をと
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るのではなかろ うか。そして,従 来,開 版を見たとされている,ナ ルタン古版,ツ ェルパ版・リンタ・

永楽 ・万暦等の各版については,そ れらの各版が現存 していないとい う事実からも,完 全な形態にお

ける開版とは見ることができないといい得るのではなかろうか。

附

大 蔵 経 彫 造 年 表 通 史 年 表

1320?

?

?

1410

1602.5

?

1683

1730.31

1932

ナルタン古版の集成

ツェルパ版集成

リタン版集成

永楽版完成

万暦版成立

北京版大蔵経開版

デルゲ版 ・ナルタン新版な

ど引続き開版さる

チ ョーネ ・ブナカ ・クムブ

ン等の各版成立す

ラサ版カンギュール部開版

さる

現存せず

同上

同上,版 本は19

08年,リ タンで

焼失という

現存せず,ナ ル

タン版の覆刻 と

いう

現存せず

13C.末

lsza

1346

1357

1367

136s

1391

14C.末 ～

15C.初

i47s

15C.末

15C.中 葉

leis

17C.中 葉

1661

1662

1687

17ao

恥hags-pa,忽 必 烈 よ り主 権 を贈 られ,Sa-

skya王 朝 成 立

Bu-ston:Chos-hbyun.成 立

Hu-lanDeb-ther成 立

Btson・kha-pa出 生(-1419)

元(順 帝)滅 亡

明 太 祖 即 位 。 明 の 圧 迫 か ら逃 れ るた め,蒙

古 と結 ぶ 。

第1代 ダ ラ イ,Dge-hdun-grub出 生(-1475)

Btson-kha-paの 宗 教 改 革

Gshon-nu-dpa1のDeb-ther成 立

Dge-hdun・grub初 代 ダ ラ イ とな り法王 制成

立

蒙 古王A1-thanか ら3代 法 王Bsod-nams-

rgya・mtsho(1543～1588)Dalai・bla-maの

称 号 贈 らる

清 太 祖即 位

5代 ダ ラ イBlo-bsam-rgya-mtsho固 始 汗

よ り主権 を贈 ら れ,法 王 即 国王 とな る

明滅 亡

蒙古源流成立

Sans-rgyas-rgya-mtsho:白 瑠 璃 史 成 立

清 の世 宗,`i:i大 臣 の制 を布 く
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